

設
備
の
動
作
状
況
を
監
視
し
、
故
障
等
を
検
知
し
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
、
自
動
若
し
く

は
遠
隔
操
作
に
よ
る
予
備
設
備
へ
の
切
替
え
、
遠
隔
操
作
に
よ
る
停
止
・
始
動
又
は
現
地
で
の

修
理
を
行
う
こ
と
及
び
そ
れ
ら
の
記
録
を
と
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
注
８
）








設
備
の
動
作
状
況
を
監
視
し
、
故
障
等
を
検
知
し
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
、
自
動
若
し
く

は
遠
隔
操
作
に
よ
る
予
備
設
備
へ
の
切
替
え
、
遠
隔
操
作
に
よ
る
停
止
・
始
動
又
は
現
地
で
の

修
理
を
行
う
こ
と
及
び
そ
れ
ら
の
記
録
を
と
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
注
７
）








定
期
的
に
保
守
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
注
８
）








定
期
的
に
保
守
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
注
７
）







短
辺

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

短
辺

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
）

［
注
１
・
２
略
］

［
注
１
・
２
同
左
］

３
確
認
を
求
め
る
該
当
条
項
の
不
要
の
文
字
は
削
除
す
る
こ
と
。



























［
新
設
］

４
運
用
規
則
第
137条

の
２
第
１
項
又
は
第
２
項



















に
規
定
す
る
基
地
局
の
う
ち
対
象
と
な
る
基
地
局
を「
令

和
〇
年
度
に
定
期
検
査
の
指
定
を
受
け
た
無
線
設
備
規
則
第
３
条
第
４
号
の
５
に
規
定
す
る
通
信
を
行
う

基
地
局
」
の
よ
う
に
記
載
す
る
こ
と
。

３
運
用
規
則
第
137条

の
２











に
規
定
す
る
基
地
局
の
う
ち
対
象
と
な
る
基
地
局
を
「
令
和
〇
年
度
に
定
期

検
査
の
指
定
を
受
け
た
無
線
設
備
規
則
第
３
条
第
４
号
の
５
に
規
定
す
る
通
信
を
行
う
基
地
局
」
の
よ
う

に
記
載
す
る
こ
と
。

５
～
８
［
略
］

４
～
７
［
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

（
無
線
局
運
用
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

無
線
局
運
用
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
）

（
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
）

第
百
三
十
七
条
の
二

設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
（
同
条
第
四
号
の
五
及
び
第
四
号

の
七
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）を
行
う
基
地
局
又
は
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス

シ
ス
テ
ム
（
同
条
第
十
二
号
及
び
第
十
二
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
の
う
ち
、
無
線
局
根
本
基
準
第
三
条
第
二

号
の
二
に
規
定
す
る
自
営
等
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
（
次
項
に
お
い
て
「
自
営
等
広
帯
域
移
動

無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）以
外
の
も
の
に
限
る
。）の
基
地
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
空
中
線
電
力
が
一

ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
は
、
そ
の
無
線
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
監
視
制
御
機
能

及
び
保
守
運
用
体
制
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
対
策
の
下
、
運
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
七
条
の
二

設
備
規
則
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
携
帯
無
線
通
信
（
同
条
第
四
号
の
五
及
び
第
四
号

の
七
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）を
行
う
基
地
局
、
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ

ス
テ
ム
（
同
条
第
十
二
号
及
び
第
十
二
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）の
基
地
局
又
は
同
条
第
十
五
号
に

規
定
す
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
基
地
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
は
、
そ
の
無

線
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
監
視
制
御
機
能
及
び
保
守
運
用
体
制
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
定
め
る
対
策
の
下
、
運
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

２

前
項
の
規
定
は
、
自
営
等
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
又
は
設
備
規
則
第
三
条
第
十
五
号
に
規
定

す
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
基
地
局
で
あ
つ
て
、
そ
の
空
中
線
電
力
が
一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
二
号

中
「
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
に
わ
た
る
保
守
運
用
体
制
」
と

あ
る
の
は
、「
基
地
局
の
運
用
時
間
中
の
保
守
運
用
体
制
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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